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は じ め に 


「 政 治 は 難し い ] と いう 学生 た ちの 声 を 聞く 。 
それ は 「 政 治 が 身近 に 感じ られ な い | と いう 思 
いと も 連なっ て いる 。 筆者 は 政治 学 が 専攻 で な 
い 学 生 た ち に 向け て 政治 学 を 講義 むす る 中 で 、 そ 
れ で も 「 政 治 が 分 か る よう に な り た い ] と いう 
受講 生 の 思い に 応え る 講義 を 心がけ て きた 。 ま 
ず 説 く の が 、 政 治 は 「 利 害 調 整 の し くみ | で あ 
り 、 身 近 な 仲間 内 か ら 存在 し て いる こと だ 。 友 
達 と 一 緒 に 遊び に 行く 時 、 ど こ へ 、 い つ 、 ど う 
や っ て 行く の か を 相談 し て 決め る 。 み な 本 当 は 
すべ て 自分 の 都合 の よい よう に な れ ば いい と 思 
う が 、 な か な か そう は いか な い 。 そ こ で 他人 の 
意向 も 聞き 、 自 ら 主 張 し た り 、 他 者 に 譲歩 し た 
り 、 ど うし て も 譲れ な い 部 分 は 頼ん で みた り し 
て 、 皆 が 納得 する 落と し 所 を 見 出し て いく 。 こ 
うし た 日 常 の 話し 合い 三 協議 も 政治 で あり 、 そ 
の 延長 に 自治 体 や 国 、 世 界 が ある 。 利害 調整 が 
必要 な 人 の 数 (規模 ) が 違う だ け だ 。 

政治 を 日 常 生活 の 延長 に ある 事象 と し て 捉 
え 、 身 近 に 感じ られ れ ば 、 そ れ を 主体 的 に 見 る 
目 を も て る 。 そ れ に は 自分 の 立ち 位置 (政治 的 
信条 ) を 把握 する こと が 肝要 だ ろう 。 だ が 今 の 
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日 本 で は 、 それ を 把握 する た め の 用 語 ・ 概 念 が 、 
非常 に 混乱 し て いる 。 新聞 ・ ニ ュー ス や 雑誌 、 
専門 書 で さえ も | 保守] 「 リ ベラ ル 」 「 革 新 」 | 右 
派 ] [左派 ] 「 右 翼 ] 「 左 翼 ] [穏健 派 ] [急進 派 」] 
と いっ た 用 語 が 、 使 う 人 に よっ て 違う 概念 や 基 
準 で 使わ れ て いる か ら だ 。 文芸 誌 の 「 保 守 と リ 
ベラ ル 一 誤解 だ ら け の 『 右 』『 左 用 (『 中 央 公論 』 
2013 年 5 月 号 ) や 「 保 守 と リベラ ルー ね じ れ る 
対立 軸 」 [現代 思想 』 2018 年 2 月 号 ) な どの 
特集 タイ トル に も 、 そ れ は 表れ て いる 。 実際 、 
これ ら の 用 語 に は 、 思 想 的 か つ 国 ご と に 様々 な 
系 譜 が あり 、 複雑 に 絡み 合い 、 ね じ れ た り も し 
て いる 。 そ れ ら を 的 確 に 把握 ・ 整 理 し 、 分 析 し 
て みせ る の が 研究 者 の 腕 の 見 せ 所 で は あろ う 
が 、 政 治 学 の 専攻 で も な い 学 生 た ち に 、 そ の 議 
論 に 「 つ いて 来い | と いう の も 酷 で あろ う 。 
そこ で 本 稿 で は 、 こ れ ら の 用 語 を 、 人 々 が 日 
常 生活 の 場 で 、 自 ら の 政治 的 立ち 位置 を 把握 で 
きる 手段 と し て 、 定 義 し 直し て みた い 。 結論 を 
先取 りす れ ば 、 本 稿 で は 保守 と り ベ ラル を 道徳 
的 価値 観 に 基づく 意識 の 違い 、 右 派 と 左派 を 富 
の 分 配 に お ける 方 針 の 違い と する 分 類 を 提示 し 
た い 。 


※* 福 岡 県 立 大 学 人 間 社 会 学部 ・ 教 授 
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I 保守 と リベラ ル 


1. 概念 の 混乱 

前 記 『 中 央 公論 』 特集 「 保 守 と り ベ ラル 一 誤 
解 だ ら け の 『 右 』『 左 』] 中 の 小島 寛之 論文 は 「『 保 
守 』 を 小さ な 政府 に よる 市 場 原理 主義 と し て 、 
『 リ ベラ ル 』 を 大 き な 政 府 に よる 積極 的 市 場 介 
入 主義 と 捉え る 」 と 定義 し て いる ''。 だ が 近年 
よく 聞く 「 若 者 が 保守 化し て いる ] と いっ た 言 
説 は 、 若 者 が 小さ な 政府 に よる 市 場 原 理 主義 を 
求め て いる こと を 意味 し て は いな い だ ろ う 。 例 
えば 、 橋 本 健二 『 新 ・ 日 本 の 階級 社会 』 が 「 若 
者 は 保守 化し て いる か |] と いう 見 出し の 中 で 考 
察 の 基準 に し て いる の は | 排外 主義 | と 「 軍 備 
視 |] で ある ⑦。 い っ ぽう 前 記 『 中 央 公論 』 の 
同じ 特集 の 中 で 、 飯 田 泰之 は リベラ ル を 草 新 と 
ひと くく り に し て 「 革 新 ・ リ ベラ ル 」 と 表記 し 
た 後 、 通 常 「『 保 守 』 と は 秩序 、 伝 統 、 安 定 を 
重んじ る 思想 ] で 「[『 革 新 』 と は 変化 、 自 由 、 
断絶 と いう 進化 を 目指 す ] と の 定義 を 示し て い 
る [保ち 守る ] と いう 語句 の 意味 に は 、 飯 
の 定義 の 方 が 合っ て いる 。 し か し 「 革 新 ] に 
は 相応 し い 「 変 化 ・ 断 絶 ・ 進 化 ] は 、 リ ベラ ル 
の 語感 と は ずれ て いる 。 

新聞 な ど で は 「 保 守 ] 「 リ ベラ ル 」 | 右派 ] | 左 
派 ] [右翼] [左翼 | と いっ た 用 語 が 、 同 じ 記 事 
の 中 で 混合 し て いる 場合 も ある 。 例 えば 「 オ ー 
スト リア 大 統領 選 ] を 報じ た 朝日 新聞 2016 年 5 
月 24 日 の 記事 「『 緑 の 覚 』 元 覚 首 が 辛勝 一 右翼 
候補 、 敗北 」 は 800 字 ほど の 記事 だ が 、 そ の 中 
に 「 リ ベラ ル 派 で 『 緑 の 党 』 元 党首 ] 「 反 移民 
政策 を 掲げ る 右翼 ・ 自 由 党 ] [大 連立 を 組む 中 
道 左派 ・ 社 会 民主 党 、 保 守 の 国民 党 ] [自由党 
は 左派 支持 者 を 含む 幅広 い 層 に 確実 に 浸透 ] と 


N 
ノ 


Iml 
II 


ul 


いっ た 記述 が み ら れ る 。 [右翼 」 に 対し | 左翼 ] 
で 、「 リ ベラ ル 」 に 対し 「 保 守 」 な ら 分 か る 学 
生 も いる が 、 そ うな っ て いな い 。「 リ ベラ ル 派 」 
[右翼 ] 「 中 道 左派 ] [保守] [左派 ] の 相互 の 関 
係 が 分 か ら ず 、 学 生 た ち は 混乱 する 。 米国 民主 
党 に 関す る 記事 で も | 穏健 派 と 左派 の 対立 が 続 
く 民主 党 ] と ある (朝日 新聞 2020 年 12 月 31 日 |[ バ 
イデ ノミ クス 理想 と 現実 )。「 生 健 派 ] に 対す 
る の は 「 急 進 派 ] で 「 左 派 ] な ら | 右派 」 で は 
な い の か 。 こ れ も 読 者 を 悩ま せる 表現 だ 。 
東西 冷戦 の 中 で 成立 ・ 機 能 し た 保守 (万 年 与 
党 の 自民 党 ) vs 革新 (万 年 野党 の 社会 党 や 共 
産 党 な ど ) の 55 年 体制 (1955~93 年 ) を 直 に 
知る 世代 に は 、 分 か りや すい 政治 的 立ち 位置 
(の 違い ) が あり 、 大 半 の 人 々 は 選挙 の 際 、 投 
票 す る 政党 が 、 普 段 か ら 決ま っ て いた 。 第 二 次 
大 戦後 の 日 本 で は 、 戦 前 的 な も の を 極力 引き 継 
ご うと し た 守 旧 派 が 保守 (政党 ) で 、 そ れ を 否 
定 し 、 新 し い 憲 法 の 下 で 民主 化 を 進め よう と し 
た 進歩 派 が 革新 (政党 ) と 呼ば れ た 。 そ し て 英 
国 の チャ ー チ ル 首 相 が 語っ つた と され る 「20 歳 の 
寺 に リベラ ル で な けれ ば 、 情熱 (heart) が な い 。 
40 歳 に な っ て も 保守 主義 で な いな ら 思 慮 
(brain) が な い | と いう 言葉 の と お り 、 日 本 
で も 55 年 体制 期 は 、 若 い 世代 に は 革新 の 、 年 長 
世代 で は 保守 の 支持 者 が 多かっ た の で ある 『*。 
その 55 年 体制 (を 知る ) 世代 が 低く 事態 が 起き 
て いる 。 
1 は 2017 年 の 読売 新聞 ・ 早 稲田 大 学 共 局 
世論 調査 の 一 部 を 取り 出し て 図 に し た 、 年 代 別 
[保守 ・ リ ベラ ル 」 政党 認識 の 違い で ある 。50 
歳 代 (1958 て 67 年 生ま れ ) 以上 は 維新 を 保守 、 
共産 を り ベ ラル と 、40 歳 代 1968~77 年 生ま 
れ ) 以下 は 維新 を リベラ ル 、 共 産 を 保守 と 、 真 
逆 の 認識 を し て いる の だ 。 自民 常に つい て は 、 
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図 1 年 代 別 の 保守 ・ リ ベラ ル 政 党 認識 の 違い 


「 護 憲 ] 「9 条 を 守れ ] と 
言っ て いる 共産 党 や 社民 
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年 代 が 下がる に つれ て 、 中 道 よ り に 認識 し て い 
る こと が 分 か る 。 実 施 者 の 遠藤 晶 久 ら は 、 調 査 
結果 は 「 保 守 ] 「 リ ベラ ル ] の 意味 が 有権者 の 
間 で 共有 され て いな いこ と を 示し て いる と い 
う 。「 右 ] と 「 左 | と いう ラベ ル で あれ ば 、 す 
べ て の 世代 で 右 に 自民 、 左 に 共産 を 位置 づけ ら 
れる と いう 実験 研究 が ある が 、 同 時 に 「 分 か ら 
な い ]| と いう 回 答 が 増え る と も いう ?"。 

関西 学院 大 学 教授 の 稲 増 一 憲 が 授業 で 学生 た 
ち に 、 一 方 の 端 に 革新 、 も う 一 方 の 端 に 保守 と 
書い た 直線 状 に 、 日 本 の 政党 名 を 並べ させ た 
ら 、 [革新 ] 維新 一 自民 一 公明 一 国民 民主 一 立 
憲 民 主 一 社民 一 共産 [保守 ] と な っ た ( す な わ 
ち 、 最も 革新 的 な の が 維新 で 、 国民 民主 が 中 道 、 
最も 保守 的 な の が 共産 ) と いう 結果 も 、 同 様 で 
ある "。 

筆者 の 政治 学 受講 生 の コメ ント か ら は 、 各 政 
党 の 結党 理念 や 政策 の 経緯 ・ 実 態 を 知ら な けれ 
ば 、「 自 由 ] [維新 | と いう 政党 名 や 、 改 革 や 改 
憲 を 主張 し て いる 自民 党 や 維新 が リベラ ル で 、 


標語 を 唱え て 有権者 の 支 
持 を 集め て きた 。 改 革 三 革新 ニ リ ベ ラル と 捉え 
れ ば 、 維 新 や 自民 の 方 が リベラ ル と 映る と いう 
の も 、 あ な が ち 間 違い と も いえ な い 。 い っ ぽう 
「 社 会] や 「 共 産 」 が 含ま れる 社会 民主 党 や 共 
産 党 に 対し て は 、 旧 ソ連 や 中 国 、 北 朝鮮 を 連想 
し 、 頑 な 、 強権 、 権 威 主義 的 な 保守 と いう イ 
メー ジ を 抱く と の 意見 も あっ た 。 

図 1 を 見 せ た 後 、 複 数 の 学生 は 世代 間 で 保 
守 と り リベラ ル の 概念 が 変わ っ た の だ と 受け 止め 
て いた 。 残念 だ が 、 こ の 場合 、 そ れ は 正しく な 
く 、 若 い 世 代 が 保守 と り ベ ラル の 使い 方 (使わ 
れ 方 ) を 誤解 し て いる と 言わ む ざ る を 得 な い 。 そ 
の 捨 じ れ を 解 か ね ば 「 日 本 の 若者 は 保守 化し て 
いる か | と いう 問い を めぐ る 議論 も 、 か み 合 わ 
な い だ ろ う 。 本 稿 で は まず 、 よ り 日 常 的 な 価値 
観 に 近い 保守 と リベラ ル を 、 そ の 枠組 み の 典 型 
と され る 米国 の 実情 か ら 、 整 理 し て みた い 。 


2. 米国 市 民 の 日 常 的 な 保守 ・ リ ベラ ル 観 


保守 (conservative) と リベラ ル (diberal) 
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は 、 主 に 米国 で 使わ れ て いる 政治 的 立場 の 分 類 
だ が 、 日 本 で も 1990 年 代 以 降 、 [保守 対 革新 ] 
の [革新]」 に 代わ っ て 、 政 党 の 分 類 に 用 いら れ 
て きた 。 米 国 の 二 大 政党 と いえ ば 、 共 和 党 と 民 
主 党 だ 。 (2020 年 12 月 ) 現在 の トラ ンプ 大 統領 
は 共和 党 、 前 の オバ マ 大 統領 は 民主 党 で ある 。 
その 前 は 共和 党 の ブッ シュ 大 統領 、 そ の 前 は 民 
主 党 の (ビル ) クリ ント ン 大 統領 と 、 米 国 で は 
両 政党 が 政権 交代 を 繰り 返し 、 そ の た びに 国 の 
政策 が 保守 へ 、 リ ベラ ル へ と 振り 子 の よう に 変 
化し て きた 。 米国 の 有権者 た ち は 保 守 の 政策 が 
続く と リベラ ル へ 、 リ ベラ ル な 政策 が 続く と 保 
寺 へ と いう 形 で 、 バ ラン ス を と っ て きた 、 或 い 
は 保守 と リベラ ル の 政策 が 混ざり 合っ て きた と 
も いえ る 。 

両者 の 違い は 、 大 統領 の 性 質 に 端的 に 表れ て 
いる 。 オ バ マ は 米国 初 の 黒人 大 統領 で 、2016 年 
に 民主 党 の 大 統領 候補 と な っ た (ヒラ リー) ク 
リン トン 氏 は 女性 だ っ た 。 い っ ぱ ぽう 共和 党 の 大 
統領 (候補 ) は 、 ず っ と 白人 の 男性 で ある 。 オ 
バ マ 大 統領 が 国際 協調 、 軍縮 路線 を と っ た の に 
対し 、 ト ラン プ 大 統領 は 自国 優先 、 軍 拡 路線 を 
と っ て いる 。 移 民 や 難民 の 受入 れ に 寛容 だ っ た 


ら だ 。 で は 庶民 は 日 常 生活 で 、 両 者 を どう 見 分 
け て いる の か 。 著 者 ソフ ィ ア ・ レ ディ は 、 以 下 
の 点 を 挙げ て いる "。 
・ 夫 は 保身 用 の 銃 を 持ち 歩く 一 妻 は 理解 で き な 
い 。 
・ 妻 は 環境 の た め リ サイ クル を 行う 一 夫 は 理解 
で き な い 
・ 夫 は 陸 軍 予 備 役 兵 兼 警 察 官 で 戦争 支持 派 。 他 
人 を 非常 に 警戒 し 、 軍 隊 や 警察 の よう な 規律 
ある 世界 に 安心 感 を 覚え る 。 
・ 妻 は 反戦 反核 で 、 平 和 活 動 を 行う 。 
相対 的 に みて 、 保 守 は 家父 長 制 社会 が 理想 
で 、 厳 父 、 権 威 に 従い 、 秩 序 を 重んじ る 。 リ ベ 
ラル は 慈しみ 会 う 社 会 が 理想 で 、 権 威 や 階級 を 
嫌い 、 弱 者 を 守る 平等 な 社会 を 目指 す 。 異 人 種 


Iml 


間 の 結婚 に 保守 は 否定 的 で 、 リ ベラ ル は 人 育 定 
的 。 人 工 中 絶 を 保守 は (聖書 に 反する た め ) 否 
定 、 リ ベラ ル は (女性 の 権利 の 側面 か ら ) 育 定 
する 。 

特に 下線 を 引い た 考え が 原則 と な っ て 、 個別 
の 事象 (方 針 ・ 政 策 ) の 賛 千 が 生じ る 。 米国 の 
保守 派 の 間 に は 、 ア メリ カ は 「 欧 州 (特に 英国 ) 
か らき た 白人 が 建国 し た 国 ] で 「 聖 書 が 信条 の 


オバ マ 政 権 に 対し 、 ト ラン プ 政 権 は メキ シコ 国 
境 に 壁 を 築く な ど 、 閉 鎖 的 だ 。 
米国 で 話題 と な っ た 『Love in Condition 


Yellow: A Memoir of an Unlikely Marriage』 
と いう 本 が ある 。 リ ベラ ル (民主 党 支 持 ) 派 の 
著者 Sophia Raday が 、 保 守 (共和 党 支 持 ) 派 
の 男性 と 結婚 し た 実話 を 綴っ た 本 だ 。 同書 が 注 
目 さ れ た の は 、 サ ブタ イト ル Unlikely 
Marriage」 (あり そう に な い 結 婚 ) が 示す と お 
り 、 米 国 で は 保守 は 保守 同士 、 リ ベラ ル は り リ ベ 
ラル 同士 で 結婚 する の が 当たり 前 で 、 保 守 と り 
ベラ ル が 結婚 する (で きる ) の が 和 驚き だ っ た か 


基盤 | と いう 意識 が あり 、 秩 序 を 保つ た め 社 会 
的 上 下関 係 (人 種 間 で みれ ば 、 白 人 の 優位 ) は 
一 定 必要 だ と 考え る 。 リ ベラ ル 派 は 保守 派 の い 
う 秩 序 を 差別 と 捉え 、 黒 人 や 先住 民族 、 ア ジア 
系 な どの 移民 も 平等 で や る べき と 考え る 。 保 守 
派 は 家父 長 制 社会 を 理想 と する の で 、 組 織 の 代 
表 な ど は 男性 が よい と 考え 、 リ ベラ ル 派 が 容認 
する 同性 婚 や 人 工 中 絶 は 、 伝 統 的 な 家族 観 を 崩 
し 、 聖 書 に 反する と し て 反対 する 。 リ ベラ ル 派 
は 国際 関係 に お いて 、 可 能 な 限り 協調 路線 を と 
ろう と する が 、 保 守 派 は 、 そ ん な きれ い ご と を 
言っ て いた ら 、 米 国 が 付け 込ま れる と 警戒 し 、 
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自国 中 心 を 唱え る 、 と いっ た 違い が ある 。 
この よう に 米国 で は 、 保 守 と リベラ ル が 個人 
の 日 常 生 活 に お ける 価値 観 と し て 存在 し 、 そ の 
延長 線上 に 支持 政党 が ある 。 こう し た 分 類 は 米 
国 特 有 で は な く 、 日 本 を 含め 、 か な り 普 遍 的 に 
適用 で きる の で は な いか 。 例 えば 、 東 アジ ア で 
は 伝統 的 に 家父 長 的 な 家族 観 が 強い と 言わ れる 
が 、2019 年 5 月 、 台 湾 の 立法 院 で 同性 婚 を 認め 
る アジ ア 初 の 特別 法 が 可決 され た 。 台 湾 は 民主 
化 以降 、 米 国 と 同様 、 保 守 派 の 国民 党 と リベラ 
ル 派 の 民進党 が 政権 交代 を 繰り 返し て いる 。 台 
湾 の 保守 三国 民 党 で は 、 基 本 的 に 外 省 人 (中 国 
大 陸 出 身 ) の 男性 が 指導 層 を 占め て きた 。 い っ 
ぽう 2016 年 に 総統 (首相 ) に 選出 され た 奈 英文 
は 本 省 人 (代々 台湾 出身 ) の 女性 で 、 禁 政権 の 
下 で 先住 民族 の 権利 保障 や 同性 婚 の 容認 な ど 多 
様 性 を 重視 する 政策 が 進ん で いる 。 
日 本 で も 、 保 守 と リベラ ル を 日 常 生活 に お け 
る 個人 の 信条 や 道徳 観 と し て 認識 し 、 ど の 政党 
の 理念 や 行為 が 自分 の 考え に 近い か を 日 常 的 に 
把握 し て いれ ば 、 選 挙 の 際 に 戸惑う こと は 少な 
か ろう 。 和 福岡 県 選挙 管理 委員 会 が 出前 講義 で 推 
奨 し て いる ボー トマ ッ チ が 役に立っ た と いう 受 
講 生 の 声 も 聞く 。 例 えば 毎日 新聞 ボー トマ ッ チ 
参院 選 (そら ぼ ー と 2019) で は 「 憲 法 9 条 改 正 ] 
「 外 国人 労働 者 受入 れ ] | 日 韓 関係 ] [ 核 武装 ] 「 同 
性 婚 ] | 候補 者 数 の 男女 均等 ] な ど 計 20 の 問い 
に 答え て いく と 、 自 分 の 信条 と 各 政 党 の 一 致 度 
が は じき 出さ れる 。 実際 に や っ て みる と 、 そ の 
作業 が 、 自 分 の 政治 的 立ち 位置 を 確認 する プロ 
セス だ と も 分 か る 『"。 

た だ し 支持 政党 を 把握 する た め に は 、 も う 一 
つの 指標 一 右派 と 左派 も (より ) 重要 な 判断 基 
準 に な る 。 そ し て 日 本 で は 比較 的 最近 で きた 政 
党 の 場合 、 こ れ ら の 立ち 位置 が 分 か り づ らい も 


の が ある 、 と いう こと も 注意 し な けれ ば な ら な 
い 。 


3. 日 本 の 55 年 体制 と 保革 対立 

敗戦 後 、GHQ (連合 国 総 司令 部 ) に よる 民 
主 化 の 下 で 日 本 の 政党 政治 が 再開 され た 時 
(1945 年 末 )、 国 際 政 治 の 主軸 は すでに 米 ソ 両 大 
国 を トッ プ と する 東西 冷戦 へ 向かっ て いた 。 そ 
れ を 反映 し 、 国 内 で は 資本 主義 的 立場 に 立つ 政 
党 と し て 自由 党 (1 月 )、 進 歩 党 (1 月 )、 協 同 
党 (12 月) が で き 、 社 会 主義 ・ 共 産 主義 的 立場 
に 立つ 政 常 と し て 社会 党 11 月 )、 共 産 党 12 
月 ) が 成立 する 。1950 年 代 に 入る と 、 朝 鮮 戦争 
の 勃発 な ど を 機 に 東西 准 戦 が 激化 し 、 日 本 国内 
の 政党 政治 に もち も イデ オロ ギー 対立 が 大 きく 作用 
する よう に な っ た 。 そ の 中 で 主導 権 を 握っ た の 
が 、GHQ と 太い パイ プ を も つ 吉 田 茂 率 いる 自 
由 党 で ある 。 

両者 は まず 、 戦 争 処理 の 対日 平和 条約 を め 
ぐっ て 対立 し た (1951~52 年 )。 米 国 を 中 心 と 
する 西側 諸国 と だ け の | 片面 講和 ] を し よう と 
する 吉田 茂 内 開 に 対し 、 和 社会 党 や 知識 人 ら は ソ 
連 や 中 国 も 含め た すべ て の 関係 国 と の 「 全 面 講 
和 」 を すべ き と 主 張 。 結 果 は 片面 講話 と な り 、 
1952 年 4 月 28 日 、 対 日 平和 条約 (サン フラ ン シ 
スコ 講和 条約 ) と 日 米 安全 保障 条約 が 同時 に 発 
効 す る 。 日 本 (本 土 ) は 主権 を 回 復 す る が 、 米 
軍 が 駐留 し 続け 、 沖 縄 と 小笠 原 は アメ リカ の 施 
政 下 に 置か れ た (平和 条約 3 条 )。 米国 は 日 本 
の 主権 を 早く 回 復 さ せる 代わ り に 、 米 軍 (王権 
回 復 後 は 撤廃 すべ き 占 領 軍 ) の 日 本 残留 を 認め 
させ た の で ある 。 こ れ が 今 に 至 る 日 米 安保 と 在 
日 米 軍 基地 問題 の 始ま り で ある 。 

そう し た 中 で 1955 年 10 月 、 内 部 分 像 し て いた 
社会 党 が 合体 し 、 日 本 社会 党 を 結成 し 、 政 権 を 
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と る 勢い に な っ た 。 これ に 危機 感 を 抱い た 米国 
や 財界 の 要請 を 受け て 翌 11 月 、 吉 田 茂 率 いる 自 
党 と 鳩山 一 郎 率 いる 民主 党 が 合体 し 、 自 由 民 
主 党 を 結成 する 。 自由 民主 党 は ① 資 本 主義 体制 
(企業 の 自由 競争 を 原理 と する 市 場 経済 体制 ) 
を 守る 、②⑫ 国 際 的 に は 米国 に つく と いう 立場 
で 、 異 な る 政党 が 合体 し た 連合 体 と し て 始ま っ 
た の で ある 。 こ の 統一 社会 党 と 自由 ・ 民 主 二 党 
の 合体 に よる 自民 党 に よる 政党 政治 を 、 成 立 し 
た 年 に ちな ん で 「55 年 体制 ] と 呼ぶ 。 そ の 後 初 
め て の 総 選挙 (1958 年 5 月 ) で 、 自 民 党 が 総 議 
席 数 の 62%、 社 会 党 が 33% を 占め た 。 社会党 は 
政権 を 取る に は 及ば ず 、 一 党 優 位 体制 の 自民 党 
も 社会 党 を 無視 で き な い 、 い わ ゆ る 1 対す 政 
常 制 が 生じ た の で ある 。 冷 戦中 は 日 本 の 社会 主 
義 ・ 共 産 主義 化 を 防ぐ た め 、 米 国 や 財界 が 自民 
党 の 分 裂 に タカ ガ を は め て いた が 、 東 西 冷戦 が 終 
わり 、1992 年 に ソ連 が 月 壊す る と 、 そ の 心配 が 
な く な っ た 。 冷戦 終結 に 伴っ て 自民 党 が 分 像 
し 、 ソ 連 有 崩壊 の 翌 (93) 年 の 総 選 挙 で 、 非 自民 
連立 政権 が 誕生 し て 、38 年 間 与 党 だ っ た 自民 
党 が 野党 に 転じ た 背景 で ある 


4. 真 逆 に ふれ る 革新 

前 述 し た 55 年 体制 (1955 て 93 年 ) の 中 で 、 日 
本 で は 自民 党 が 保守 、 社 会 党 ・ 共 産 党 が 革新 と 
呼ば れ た 。 両 者 の 対立 は 、 対 日 平和 条約 に お け 
る 片面 講話 か 全面 講和 か に 始ま り 、 片 面 講話 の 
結果 生じ た 日 米 安保 体制 を めぐ る 状 否 、 中 国 の 
承認 問題 (大 陸 か 台湾 か ) へ と 波及 し た 。 保守 
は 日 米 安保 の 維持 ・ 推 進 、 米 国 が 求め る 中 華 民 
国 (台湾 ) の 承認 、 革 新 は 日 米 安保 反対 ( 非 武 
装 中 立 )、 大 陸 (中 国 本 土 ) を 統治 する 中 華人 
民 共 和 国 と の 国交 樹立 を 主張 し て 対立 し た の で 
ある 。 


それ は 戦前 ( 旧 ・ 大 日 本 帝国 時 代 ) の 日 本 を 
育 定 す る (保守 ) か 、 否 定 する (革新 ) か の 対 
立 で も あっ た 。 革新 は 戦前 の (古い) 大 日 本 帝 
国 的 な 要素 に 批判 的 で 、 戦後 の 憲法 が (新た に ) 
も た らし た 平和 主義 (9 条 ) や 民主 主義 、 個 人 
的 権利 な ど を 青 定 し 、 軍 備 強 化 に 反対 し た 。 経 
済 面 で は 企業 (経営 者 ) 優先 の (旧来 の ) 資本 
主義 経済 を 批判 し 、( 従 来 な か っ た ) 労働 者 の 
保護 や 生活 保障 の た め の 国 家 介 入 を 主張 し た 。 
これ に 対し 、 保 守 は 新 憲 法 の 戦争 放棄 や 象徴 天 
皇 制 に 批判 的 で 、 再 軍備 や 天皇 の 元首 化 を 目指 
す よ うに な る 。 経済 面 で は (旧来 の ) 企業 ( 経 
営 者 ) 優先 の 資本 主義 経済 を 維持 する 立場 に 
立っ た 。 

これ が 55 年 体制 期 の 保守 と 革新 だ が 、 戦 前 の 
「 革 新 | は 戦後 と は 真 逆 の 急進 的 な 国粋 主義 者 
や 全体 主義 的 な 「 革 新 官僚 ] な ど を 指し て い 
こと"。1930 年 代 初め 、 北 一 輝 ら 国粋 主義 者 の 思 
想 に 影響 を 受け た 軍部 急進 派 の 青年 将校 た ち 
が 、 天 皇 が 統治 すべ き 国 を 私 物化 し 、 日 本 を 腐 
敗 さ せ た (と 彼ら が 見 る ) 政党 政治 家 や 財界 人 
を 排 し 、 天 皇 親 政 の 強化 に よる 国家 改造 =「 昭 
和 維 新 ] を 図っ て クー デ タ ー を 起こ す ( 二 ・ 
二 六 事件 、1936 年 )。 官 僚 の 中 に も 「 革 新 官僚 ] 
と 呼ば れる 一 群 が 生 まれ 、「 英 米 本 位 の 平和 主 
義 を 覆す ] こと を 目指 す 近 衛 新 体制 を 主導 。 満 
州 国産 業 部 次 長 な ど を 経て 1939 年 に 商工 次 官 
と な っ た 岸 信介 ら が 有名 だ が 、 彼ら 「 革 新 官僚 
は 日 本 を ドイ ツ 、 イ タリ ア と 結ぶ 三国 同盟 へ 導 
き 、 世 界 大 戦 に 突入 する 。 こう し た 戦前 の 革新 
諸派 が 、 大 政 翼 替 会 (1940 年 10 月 創立 ) を 作り 
上 げ て いっ た 。 彼 ら が 掲げ た 「 国 体 ] な ど 戦 前 
的 価値 か ら 最 も 遠く (対極 ) に 位置 し て いた 社 
会 ・ 共 産 主義 的 立場 に 立つ 人 々 が 、 戦 後 は 逆 に 
「 民 主 主義 |] な ど 新しい 政治 観念 を 担う 「 革 新 ] 
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に ふさ わし いと 見 な され た の で ある 。 

この [革新 ]」 の 転換 に 、 戦前 の 「 国 家 改 造 ] 「 革 
新 官 僚 ] に 馴染 ん で いた 世代 は 戸惑っ た だ ろう 
と いう 竹内 洋 (1942 年 生ま れ ) は 、55 年 体制 が 
始ま っ た 1950 年 代 後 半 頃 の 若者 に は 、 封 建 的 な 
も の に 反発 し 、 生 活 の 古 さ を 連 想 さ せる 保守 政 
党 三 自民 党 で は な く 、 社 会 党 を 支持 する の が 
[スマ ー ト で ハイ カラ | と いう 意識 が あり 、 高 
齢 者 より 若者 、 農 村 部 より 都市 部 、 低 学歴 者 よ 
り 高 学歴 者 が 、 革 新 を 支持 する 傾向 が 強かっ た 
と いう 。 

その 革新 が ポス ト 准 戦 期 、 リ ベラ ル に 言い 換 
えら れる に 至っ た 背景 に は 「 革 新 自治 体 ] の 登 
場 が ある 。1960 年 代 以 降 、 急 速 な 都市 化 と 工業 
化 に よる 生活 環境 の 悪化 に 対し 、 住 民 の 地域 社 
会 へ の 関心 が 高まり 、 中 央 集権 的 な 経済 開発 路 
線 を 推し 進め る 自民 党 政 権 に 批判 的 な 住民 運動 
が 広がっ た 。1999 年 以来 、 自 民 党 と 連立 政権 を 
組ん で いる 公明 党 (宗教 団体 ・ 創 価 学会 を 支持 
母体 と し て 1964 年 に 結成 ) も 、55 年 体制 下 で は 
「 人 間 性 社会 主義 | を 掲げ て 自民 党 と 対立 し 、 
平和 や 思想 信仰 の 自由 を 重視 する 信条 か ら 、 日 
米 安保 条約 の 解消 を 求め 、 政 治 家 の 靖国 神社 公 
式 参拝 に 反対 する な ど 、 革 新 側 に 立っ て いた の 
で ある 。 

そし て 社 共 (社会 党 と 共産 党 ) や 社 公民 ( 社 
会 党 ・ 公 明 党 ・ 民 社 党 ) な ど 草 新 ( 非 自 民 ) 系 
諸 政 党 の 支持 を 受け て 当選 し た 首長 が 、 都 市 問 
題 の 解決 を 求め る 地域 住民 の 期待 を 担っ て 生ま 
れ て いく 。 美濃 部 亮 吉 東京 都 知 事 1967~79 年 ) 
や 長洲 一 二 神 奈川 県 知事 1975~95 年 ) ら が 率 
いる 地方 政権 が 「 革 新 自治 体 ] と 呼ば れ 、 都 市 
環境 や 公害 対策 、 福 祉 の 充実 、 内 な る 国際 化 
( 民 際 外交 ) な ど を 掲げ た 。 都 市 部 を 中 心 に 広 
が っ た 革新 自治 体 は 、1970 年 代 半 ば に は 約 150 
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を 数 える に 至り 、 住 民 参 加 、 情 報 公開 な ど 地 方 
行政 の 民主 化 が 進む 。 朝 日 新聞 と 読売 新聞 の 政 
治 欄 の 見 出し に お ける 「 革 新 | (用 語 ) の 出現 
頻度 を 調べ た 遠藤 晶 久 を ウィ リー・ ジ ョ ウ は 、 
1970 年 代 が その ピー ク だ っ た と いう "。 そ れ 以 
降 の 「 革 新 ] に 革新 自治 体 が 与え た イメ ー ジ の 
大 き さ が 肝 わ れる 。 草 新 自治 体 を ベー ス に 市 民 
社会 ・ 人 権 意識 が 高まっ た こと が 、 草 新 勢力 の 
リベラ ル 化 を 裏 し た 。 今 の 日 本 で 、 革 新 と リ ベ べ 
ラル を 同一 視 す る 人 が 多い 所 以 で ある 。 

既存 の 路線 を ( 劇 的 に ) 変え よう と する の が 
「 革 新 ] の 語義 だ 。 そ の た め 若 い 世 代 が 、21 世 
紀 の 20 年 間 に お ける 日 本 政治 の 中 で 、「 自 民 党 
を ぶっ 壊す ] [痛み を 伴う 構造 改革 ] 「 ア ベ ノ ミ 
クス ] 「 体 制 維新 ] 「 グ レー トリ セッ ト 」 な ど と 
唱え る 自民 党 総 裁 や 維新 代表 を 「 草 新 ] 的 と 認 
識 す る の は 、 語 義 的 に 妥当 で ある 。 社 会 党 や 共 
産 党 が 「 革 新 ] と 呼ば れ た 20 世 紀 後 半 を 引き ず 
り 、 そ れ ら [革新 」 政党 の 流れ を くむ (と みな 
す ) 社民 党 や 民主 党 を 「 革 新 ] と 認識 し 続け る 
世代 の 方 が 、 今 の 時 代 は 用 法 を 誤っ て いる こと 
に な る 。 
革新 は 、 戦 前 は 急進 的 な 国粋 主義 者 、 戦 後 の 
20 世 紀 後 半 は 社会 ・ 共 産 党 や その 支持 者 た ち 
( 反 自民 党 諸 派 )、21 世 紀 に 入っ て か ら の 20 年 
間 は 市 場 経済 重視 派 (自民 や 維新 な ど ) と 、 そ 
の 対象 が 変化 し て きた 。 この よう な 革新 と いう 
用 語 を 、21 世 紀 の 日 本 の 政治 的 立ち 位置 の 基 
準 に 用 いる の は 、 誤 解 と 混乱 を 招く の で 、 す べ 
き で は な い 。 こ こ で し っ か り 草 新 チ リベラ ル で 
ある と 認識 いた だ きた い 。 と は いえ 、 戸 惑う こ 
と は な い 。 米 国 の 事例 で 見 た よう に 、 保 守 と り 
ベラ ル を 分 ける の は 表面 的 な 語句 で は な く 、 そ 
れ ぞ れ の 原点 = 政治 的 信条 だ か ら で あ る 。 
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5. 日 本 に お ける 保守 の 原点 

山崎 正和 「 一 億 総 中 道 化 時 代 の 到来 一 日 本 の 
保守 主義 と は 何 か ] は 、 冒 頭 で | 保守 に は 守る 
べき 原点 が あり 、 そ の 原点 を 守る こと を も っ て 
保守 と 呼ぶ | と 述べ る ?。 山 崎 は 、 欧 州 保守 の 
原点 は 階級 制 で も る の に 対し 、 米 国保 守 の 原点 
は 建国 の 理念 で も や り 、 そ こ で は 政府 は 小さ ぐ 、 
人 間 は セル フ ・ ヘ ルプ (自助 ) で 生き 抜く こと 
が よし と され る と いう 。 中国 の 原点 は 中 華 思 想 
で 、 中 国共 産 党 の 統治 も 長 幼 の 序列 一 親 (上 ) 
が 子 ( 下 ) に 対し て 絶対 的 な 権限 を も つ 一 と い 
う 信 教 的 道徳 に 基づい て いる と する 。 こ れ に 対 
し 山崎 は 、 日 本 の 保守 に は 原点 が な いと いう 
が 、 実 際 に 保守 を 自認 する 人 た ち が お り 、 掲 げ 
て いる 信条 が ある 。 そ こ で 映し 出さ れる 原点 
は 、 明 治 維 新 に よっ て 築 か れ た 近代 日 本 (の 家 
族 国家 観 ) と いえ よう 。 

栗本 慎一 郎 は 『 保 守 革 命 一 アン チ ・ リ ベラ ル 
へ の 選択 』 で 、 明 治 維新 は 天皇 制 を 復権 させ る 
と いう 、 旧 来 の 枠 を 強化 する 形 の 中 で 成し遂げ 
られ た 近代 化 の 大 改革 で 、 天 皇 制 を 軸 に し た 文 
化 と いう 日 本 社会 の 長所 を 潰さ ず 改 革 し て いけ 
る の は 、 保 守 だ け だ と 述べ て いる "。 櫻井 よし 
こも 平沼 赴 夫 (自民 系 衆議院 議員 ) と の 共著 『 保 
守 新 生 一 リベラ ル が 日 本 を 潰す 』 で 、 国 益 を 考 
え 、 国 家 観 を 持っ て いた 「 明 治 の 人 た ち は す ご 
く 立 派 」 で 「 明 治 時 代 の 人 々 の 生き 方 は 本 当 に 
尊敬 で き 、 日 本 人 の 勇気 と 誇り を 強く 感じ る ] 
と いう やゆ 。 こう し た 言説 に は 、 明 治 維 新 に よっ 
て 築 か れ た 近代 国家 (一 戦前 の 日 本 ) へ の 憧 慢 
の 思い が 強く 感じ られ る 。 (大 阪 ) 維新 (の 会 ) 
の 政治 家 た ち に も 明治 維新 好き が 多く 、 自 ら を 
幕末 の 志士 に な ぞ ら え 、 朱 肉 と 失 還 で すま せ た 
[血判 状 ] を 交 し て 「 船 中 八 策 ] と いう 銘柄 の 
日 本 酒 を 飲ん で | 倒幕 ] を 叫ん だ りす る と い 


う "。 細 野 豪志 (衆議院 議員 、 民 主 党 一 希望 の 
党 つ 自民 ・ 無 所 属 の 会 ) が 、 自 民 党 的 な 保守 の 
実態 は 「 明 治 以降 の 中 央 集権 型 国家 の あり 方 に 
極め て 忠実 | な 点 だ と 指摘 し た の は 、 そ れ が 政 
治 の 方 針 に も 反映 され る た め だ ろ うず 『。 

櫻井 ・ 平 沼 『 保 守 新 生 』 は 、 同 書 の 最後 で 中 
川 昭一 ( 元 自民 党 の 衆議院 議員 で 経済 産業 ・ 財 
務 大 臣 な ど を 歴任 ) が 2007 年 に 立ち 上 げた 「 真 ・ 
保守 政策 研究 会 ]」 を 紹介 する が 、2009 年 の 中 川 
没後 、 そ の 会 長 に 就 い た の が 安倍 普 三 で ある 。 
その 安倍 は 前 掲 『 保 守 革 命 』 の 中 で 「 大 きか っ 
た 祖父 ・ 岸 信介 の 影響 ] と 題し て 、 こ う 述 べ て 
いる 。 | 祖父 の 場合 は 、 先 の 大 戦 に 至る 前 の 、 
ある 意味 で は 日 本 が 大 変 飛躍 的 な 前 進 を 遂げ た 
(栄光 の 時 代 ) が 青春 で あり 、 若 き 日 の 人 生 そ 
の も の だ っ た 。 だ か ら 、 そ れ が 血 や 肉 に な っ て 
いる 。 …… 祖父 は そう し た 時 代 に 、 き わ め て 大 
き な 自 信 を 持っ て いた 。 …… それ に 、 わ が 国 の 
形 と し て 、 祖 父 は …… 日 本 が 、 皇室 を 中 心 と し 
た 伝統 を 保っ て 、 農 耕 民 族 と し て 互い に 一 体感 
を 持ち な が ら 強 く 助 け 合 っ て 生き て いく と いう 
国 の あり よう を 、 断 固 と し て 信じ て いま し た 」 
0 

この よう に 日 本 の 保守 は 、 明治 維新 が 築い た 
戦前 の 日 本 を 理想 視 す る た め 、 そ れ を 否定 する 
戦後 の 価値 観 ・ 歴 史 認 識 や 制度 を 敵視 ・ 批 判 す 
る 。 前 掲 『 保 守 新 生 』 は 櫻井 と 平沼 が 2009 年 に 
誕生 し た 「 鳩 山 (民主 党 ) 政権 の 打倒 」 を 企図 
し て 書い た 本 だ が 、 民 主 党 の イン デック ス 2009 
(政策 集 ) が 列挙 する り リベラル な 政策 は 「 国 や 
家族 に お ける 絆 や アイ デン テ シ テ ィ を 破壊 す 
る |] も の だ と いう 。 例 えば ジェ ンダ ー フ リー は 
「 家 庭 の 中 で 伝統 的 に 『 男 の 子 ら し さ 』『 女 の 子 
らし さ 』 を 象徴 する も の と し て 定着 し て きた 文 
化 や 行事 を 破壊 し | ひい て は 「 日 本 国民 の 国家 
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意識 を 崩壊 させ | る も の で 、「 社 民 党 や 民主 党 
の リベラ ル な 人 た ち 」 に 政治 を 任せ れ ば 、 日 本 
は 「 個 人 だ け の 鳥 合 の 衆 ] に な っ て 「 国 家 で は 
な く な る 」 か ら 、 保 守 で ある 自分 た ち が 「( 米 
国 の 強い 影響 下 で 制定 され た 現行 憲法 を 、 自 国 
民 で 作り 直す ) 自主 憲法 制定 や 日 本 の 伝統 文化 
を 守れ ] と いう の だ と 説く 『。 近 代 日 本 で は 天 
旦 を 頂点 と する 家族 国家 観 が 基軸 で 、 家 父 長 的 
序列 が 社会 を 秩序 付け て いた か ら だ 。 

前 掲 模 井 ・ 平 沼 は 、 日 本 の 子ども が 学校 で 先 
生 を 尊 散 せ ず 、 親 の 言う こと を 聞か な く な っ た 
の も 、 家 族 に 言及 せ ず 、 個 人 の 自由 と 権利 ば か 
り 定 め 、 責 任 と 義務 を ほとん ど 記 し て いな い 現 
行 憲法 が 、 日 本 に 古く か ら あ る 家族 観 や 教師 へ 
の 尊敬 の 思い を 壊し た か ら だ と みて 、 現 行 憲法 
は 「 占 領 軍 が 日 本 人 の 長所 を 削り 取り 、 日 本 を 
弱体 化 さ せる 意図 で 作っ た ] も の だ と いう や 。 

そう し た 保守 派 の 意向 を 背景 に 、 自 民 党 は 結 
党 以 来 「 自 主 憲 法制 定 ] を 党 の 使命 に 掲げ て き 
た 。2012 年 4 月 に 公表 し た 同 党 の 憲法 改正 草 
案 は 前 文 で 「 国 民 は 、 国 と 郷土 を 誇り と 気概 を 
持っ て 自ら 守り …… 和 を 尊 び 、 家 族 や 社会 全体 
が 互い に 助け 合っ て 国家 を 形成 する ] と し 、 第 
1 条 で 天皇 を 「 日 本 国 の 元首 | と し 、 新 第 3 条 
国民 が 国旗 (日 章 旗 ) と 国歌 (君が代 ) を 尊 
する 義務 を 設け て いる 。 第 9 条 で は (自衛 隊 
を 改め た ) 「 国 防 軍 の 保持 ] を 、 第 12 条 で は 「 国 
民 の 義務 ] と し て 、 国 民 は …… 自由 及び 権利 に 
は 責任 及び 義務 が 伴う こと を 自覚 し 、 常 に 公益 
及び 公 の 秩序 に 反し て は な ら な い 」] と 明記 し て 
いる 。 第 24 条 で は 「 家 族 は 、 社 会 の 基本 的 な 単 
位 ] で あり 「 家 族 は 、 助 け 合 わな けれ ば な ら な 
い ] と の 義務 も 明記 し て いる 。 

ベル リン 国際 映画 祭 招待 作品 「 選 挙 一 
Campaign」 (2008 年 作 ) は 川崎 市 議会 の 補欠 
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選挙 に 立候補 し た 「 落 下 傘 候補 ] の 山内 和彦 の 
選挙 活動 を 、 友 人 の 映画 監督 、 想 田 和 弘 が 撮影 
し た ドキ ュ メ ンタ リー フィ ルム で ある 。 そ の 中 
で 、 県 連 役員 や 後援 会 が 、 自分 を 候補 者 の 「 妻 ] 
と 名 乗る 配偶 者 に 「 家 内 ] と 名 乗ら せ 、 仕 事 を 
辞め る よう に 人 迫っ た シー ン が ある 。 社民 党 や 民 
主 党 の 候補 者 な ら 、 逆 に 「 パ ー ト ナー」| や 「 連 
れ 合い ] と いう 用 語 で ジェ ンダ ー フ リー の 立場 
を 示す と ころ だ 。『 新 潮 45』 2018 年 8 月 号 に 、 
LGBT は 生産 性 が な い (子ども を 産ま な い ) か 
ら 税 金 を 使う に 値 し な い 旨 、 寄 稿 し た 自民 党 の 
杉田 水脈 衆議院 議員 の 見 解 な ど に も 、 保 守 派 の 
家族 観 が 表れ て いる 。2020 年 末 、 選 択 制 夫 婦 別 
姓 を 支持 する 世論 が 高まる 中 、 自 民 党 の 議員 連 
盟 「 保 守 団結 の 会 | の メン バー は 「 夫 婦 別 姓 は 
家族 の あり 方 に 深く 関わ る ] と 、 改 め て 反対 を 
表明 し た ず 。 夫 婦 別 姓 や 同性 婚 な ど が 、 彼 ・ 彼 
女 ら が 日 本 の 伝統 と する 家父 長 制 的 な 家族 関係 
を 壊す 恐れ が ある と みて いる か ら だ 。 

日 本 の 保守 派 が 重視 する 点 は 、 他 に も 様々 あ 
る 。 鈴 木 彩 加 『 女 性 た ちの 保守 運動 』 は 、 日 本 
の 保守 運動 を 「 戦 前 の 旧 体 制 と 日 米 安保 を 支持 
し 、 福 祉 制度 の 充実 と 市 民 の 平等 な 政治 参加 に 
は 否定 的 な 立場 を と り 、『 愛 国 心 』 を 唱え る ナ 
ショ ナリ ズム と 結び つい た 運動 | と 定義 し 、 考 
察 対象 と し て 「 憲 法 改 正 ・ 軍 備 強 化 ・ 東 アジ ア 
諸国 (と くに 中 国 ・ 南 北朝 鮮 ) へ の 強硬 姿勢 ・ 
天皇 制 擁護 ・ 靖 国 神社 公式 参拝 支持 ・ 性 別役 割 
分 業 と 家族 単位 の 重視 と いっ た 見 解 を 有する 運 
動 団体 ] を 挙げ て いる "の 。 
総じて 保守 派 は 国 や 秩序 を 守る こと を 重視 
し 、 戦 後 憲法 が 広め た 個人 主義 の た め に 、 日 本 
人 の 伝統 的 美徳 や 公共 心 が 損 な われ た と 考え て 
きた 。2000 年 に 森 首 相 の 私 的 許 問 機関 ・ 教 育 改 
革 国 民 会 議 の 中 間 報 告 が 提案 し た 、 小 中 高校 生 
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へ の 奉仕 活動 の 義務 化 や 、 石 原 慎太郎 ( 元 東京 
都 知事 ・ 日 本 維新 の 会 共同 代表 ) の [日 本 が 生 
き て ゆく 道 は 軍事 政権 を 作る こと 、 後 兵 制 も 
や っ た らい い 」| と の 発言 (2011 年 6 月 ) に も 、 
そう し た 思想 が 表れ て いる 。 


6. 日 本 に お ける リベラ ル 
日 本 で は 1980 年 代 ま で 、 リ ベラ ル は 基本 的 に 
米国 の 民主 党 支 持 者 を 指す 用 語 だ っ た が 、 
1993 年 8 月 の 細川 護 昭 を 首相 と する 非 自 民 連 
立 政権 に 成立 に 伴い 、 国 内 で 保守 に 対抗 する 勢 
力 を 指す 用 語 と も な っ た 。96 年 1 月 に 村山 富 
市 (自社 さ 連 立 ) 政権 が 崩壊 し 、 同 年 9 月 に 鳩 
! 由 紀夫 ・ 菅 直人 ら が 民主 党 を 結成 する と 、 リ 
ベラ ル は 民主 党 を 語る 用 語 と な る ?。 当初 の 民 
主 党 は 清廉 で 寛容 、 多 様 性 を 重視 する 公正 な 都 
市 政党 の イメ ー ジ を 打ち 出し て いた “。 黄 科 満 
治 (社会 党 一 民主 党 、 参 議院 議員 会 長 ) の 著書 
『 民 主 り ベラ ル の 政権 構想 一 21 世 紀 の 扉 を 開く 
民主 党 』 (1997 年 ) な ど に 、 そ れ が 表れ て いる 。 
民主 党 は 社会 民主 連合 (社民 連 ) 出身 の 菅 直 
人 ら 旧 革新 系 と 、 鳩 山 由 紀夫 ら 新党 さき が け 
(1993 年 に 自民 党 の ハト = 租 健 派 が 離党 し 結 
成 ) 所 属 の 政治 家 ら が 結集 し て 誕生 し た 。 自 民 
党 と 連立 を 組ん だ (自社 さ 連 立 政権 、1994 年 6 
月 98 年 6 月 ) 社会 党 (96 年 に 社会 民主 党 と 改 
称 ) に 代わ り 、55 年 体制 期 の 「 革 新 ] 支持 者 の 
票 を 集め 、 国 会 の 議席 を 増やす 。98 年 に 民政 党 
( 旧 自 民 系 )、 新 党 友愛 ( 旧 民 社 党 系 )、 民 主 改 
革 連 合 (労組 系 ) が 合流 し 、 新 民主 党 と な り 、 
2003 年 に は 小沢 一 郎 (も と 自民 党 保 守 本 流 ) 率 
いる 自由 党 と も 合併 。 国 会 に お ける 議席 を 拡大 
する 一 方 、 党 内 で 保守 派 の 比率 が 高まっ た 。 そ 
の 結果 、2009 年 夏 の 総 選 挙 で 政権 交代 を 果 た 
す が 、 政 策 で 足並み が そろ わ ず 、 支 持 が 急落 。 


2012 年 末 の 総 選 挙 で 安倍 普 三 総裁 率い る 自民 
党 に 敗れ 、 野 党 に 転じ る 。 

リベラ ル の 理念 は 、 自 分 本 位 に な り が ちな 人 
間 に 、 自 分 の 自由 を 認め て ほし いな ら 、 他 者 の 
自由 も 同様 に 認め ね ば な ら な いと 求め る 。 個 人 
が 自由 意思 で 選ん だ 行為 は 、 他 人 に 危害 や 損害 
を 与え な い 限 り 、 た と え 自 分 の 価値 観 に 合わ な 
く と も 尊重 すべ き と も 考え る 。 その た め 個 人 の 
自由 を 尊重 し 、 フェ ア ネ ス ( 公 平 さ 、 公 正 さ ) 
を 重視 し 、 そ れ ら を 阻む 権力 の 溢 用 や 不平 等 を 
批判 する 。 権 力 批判 で あれ 、 弱 者 救済 ・ 差 別 解 
消 で あれ 、 そ の 主張 が 理想 主義 的 な 響き を 持ち 
や すい 所 以 だ “。 
架 守 は 現実 主義 を 自認 し (いわ ば 性 悪 説 )、 
国防 力 強 化 に よる 安全 を 追求 し 、 移 民 、 難 民 は 
日 本 の 歴史 や 伝統 、 固 有 の 価値 観 が 損なわ れ 、 
また 日 本 を 害する 人 が 入っ て くる 可能 性 も ある 
と し て ) 受入 れ に 反対 する 傾向 に ある 。 リ ベラ 
ル は 理想 を 追求 し (いわ ば 性 善 説 )、 協 調 に よ 
る 平和 を 追求 し 、 移 民 、 難 民 は (同じ 人 間 で あ 
り 、 生 まれ た 国 の 違い で 差 が ある べき で は な い 
と ) 受入 れ に 寛容 で ある 傾向 が ある 。 保守 は 
人 々 の 本 音 を 代弁 し 、 リ ベラ ル は 建前 を 語っ て 
いる 、 な ど と 言わ れる 所 以 だ や 。 そ の た め 保 守 
派 か ら 「 き れい ご と 」 だ と 控 搬 ・ 批 判 され 、「 行 
動 が 伴っ て いな い ] と 足 を すく われ や すい 。 前 
記 の 『 保 守 新生 』 で 櫻井 は 鳩山 由紀 夫 を 「 実 情 
と 径 離し た クリ ー ン な イメ ー ジ ]」] 「 白 い 鳩 の よ 
うに 見 えて 、 実 は 灰色 や 黒い 鳩 だ っ つた] な ど と 
鬼 搬 し て いる や 。 リ ベラ ル は 普段 、 理 想 を 説い 
て いる 分 、 不 祥 事 な ど で 南 め ら れる と 、 潔 く 辞 
め る 傾向 が 強く 、 有権者 に は 「 す ぐ 辞 め る ] 「[ 頼 
りな い ]| と 映り が ち に も な る 。 


と 
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7. 日 本 の 主要 政党 の 立ち 位置 
日 本 の 主要 政党 (2020 年 1 月 現在 、 日 本 の 衆 
参議 院 で 議席 を も つ 政 党 ) を 、 前 述 し た 米国 の 
保守 と リベラ ル に 対応 させ て 分 類する と 、 図 2 
の よう に な ろう 。 

55 年 体制 崩壊 後 の 新党 は 、 自 民 党 か ら 分 派 し 
た も の が 多い 。 維新 の 会 も 、 大 阪 府 庁 の ワー ル 
ド ト レ ー ド セン ター へ の 移転 を めぐ る 意見 対立 
で 、 自 民 党 大 阪 府 議 団 が 分 裂 し て 結成 され た 党 
(大 阪 維新 の 会 、2010 年 ) だ か ら 、 政 治 的 信条 
(原点 ) は 自民 党 と 変わ ら な い 。 安倍 晋三 会 
の 下 で 「 新 ・ 保 守 政策 研究 会 ] が 改称 し た 保守 
系 議員 連盟 「 創 成 日 本 に は 維新 の 会 所 属 の 議 
員 も 加わ っ て いる 。2012 一 14 年 に か け て 党 の 
共同 代表 を 務め た 石原 慎太郎 は 、 自 民 党 出身 政 
治 家 の 中 で も 、 前 記 の 発言 の と お り 、 最 も タカ 
(強硬 ) 派 に 位置 し て いた 。 実 際 、 維 新 の 政治 
家 に は 、 超 タカ 派 的 な 言動 が 目立つ 。2013 年 


議院 議員 ) が 、 北 方 領土 を めぐ り 「 戦 争 で 取り 
返す し か な い ] と 発言 し 、 批 判 を 浴び た ( 後 、 
性 新 か ら 除 名 )。 
立憲 民主 党 と 国民 民主 党 は 2017 年 10 月 の 総 
選挙 を 機 に 、 旧 民進党 の 議員 が 分 か れ て で き 
た 。2012 年 末 の 総 選挙 で 野党 に 転じ た 民主 党 
は 2016 年 、 党 勢 挽回 を 図る 民主 党 内 保守 派 ( 多 
く は 旧 自 民 党 系 ) の 主導 で 「 維 新 の 党 ] (2014 
年 8 月 「 日 本 維新 の 会 ] と 「 結 い の 常 | の 合流 
で 結成 、16 年 3 月 解党 ) の 一 部 と 合流 し て 民 進 
党 と 改称 する 。 議席 は 一 定 回 復 し た が 、 党 内 保 
守 派 の 比率 が さら に 高まり 、 リ ベラ ル 支 持 の 有 
権 者 は 離れ て いっ た 。2017 年 9 月 、 小 池 百 合 子 
(東京 都 知事 ) が 率い る 都民 ファ ー ス ト を 母体 
に 「 希 望 の 党 |] が 結成 され る と 、 民 進 党 内 保守 
派 は 合流 を 図る 。 こ の 時 、 小 池 代 表 が 民進党 内 
リベラ ル 派 の 排除 を 明言 し た た め 、 校 野 幸 男 が 
立憲 民主 党 を 結 常 し 、 リ ベラ ル 派 が 結集 し た 。 


に 2 


春 、 西 村 眞 悟 ( 畠 議 院 議員 ) は 主権 回 復 記 念 国 
民 集 会 で 「 軍 隊 を 回 復 し よう ] 「 韓 国人 の 売春 
婦 は まだ うようよ いる 」 | 日 本 国 憲 法 は 占領 政 
策 基本 法 で 憲法 で は な い ] な ど と 発言 し て いる 
( 後 、 維 新 を 離党 )。2019 年 春 に は 丸山 穂高 ( 械 


民進党 内 保守 派 の 細野 衰 志 ら は 、 総 選挙 で 日 本 
に は 米国 な ど と は 異な る 、 保 守 と 保守 の 保 保 
(保守 ) 二 大 政党 制 が ふさ わし いと 訴え た が 、 
選挙 で は 立憲 民主 党 が 躍進 し 、 希 望 の 党 は 惨敗 
し た (細野 は 2019 年 、 自 民 党 会 派 に 入会 )。 自 


図 2 米 日 の 政党 に みる 保守 と リベラ ル 


衆議院 参議 院 

自由 民主 党 (285 議席 ) G113 議席 ) 休 守 リズ ラル 

立 電 民主 党 (56 議席 ) (33 議席 ) に 
・ 国民 民主 (38 議席 ) ” (92 議席) 際 叶 940 寺 % 
・ 公 明 党 (29 議席 ) (28 議席 ) の 

日 本 共産 党 (12 議席 ) (13 議席 ) 2 本 
・ 日 本 維新 の 会 (10 議席 ) (16 議席 ) 本 国情 民 当 立 震 民主 党 

社会 民主 党 (2 議席 ) (2 議席 ) 希望 の 党 公明 党 
・ 希 望 の 党 (2 議席 ) (0 議席 ) NHK か ら 国 民 を 守る 会 れい わ 新 鮮 組 
・ れ いわ 新鮮 組 (0 議席 ) (2 議席 ) 沖縄 社会 大 衆 党 
・NHK か ら 国民 を 守る 会 (1 議席 ) (1 議席 ) 
・ 沖縄 社会 大 抄 党 (0 議席 ) (1 議席 ) 


注 : 2020 年 1 月 現在 、 日 本 の 主要 政党 ( 細 参 議院 で 議席 を 持つ 政党 ) 


福岡 県 立 大 学 人 間 社 会 


民 党 時 代 、 小泉 内 閣 と 第 一 次 安倍 内 開 で 閣僚 を 
歴任 し た 小池 は 、 夕 九 派 に 位置 し て いた 保守 政 
治 家 で 、 希 望 の 常 を 「 改 革 保 守 ] 政党 と 位置 付 
け て いた 。 希望 の 党 に 合流 する 予定 だ っ た 民 進 
党 内 保守 派 の 政治 家 た ち は 2018 年 、 国 民 民 主 党 
を 結党 する 。 同 党 の 玉木 雄一 郎 代表 は 、 現 実 的 
な 「 竹 健保 守 ]」 の 宏池会 (か つて の 自民 党 大 平 
派 ) が 、 自 ら の 目指 す 政治 の 理想 で 、 保 守 二 大 
政党 制 を 希求 し て いる と いう "。 
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図 3 右翼 と 左翼 


議長 席 


賛同 する 王 の 支持 派 が 議長 席 の 右側 
< 集 まま っ た 。 
権威 を 守る こ 


(革命 ・ 民 主 ) 派 が 左側 に 
世紀 を 通じ て 、 社 会 秩序 や 


その 後 1 
伝統 、 


に 、 反 対 
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2019 年 春の 参議 院 選 挙 で 国 
INHK か ら 国 民 を 守る 会 ] 


会 に 議席 を を 得 た 
(2013 年 結党 ) は 、 


党 赴 的 に は 「NHK 放送 の スク ラン ブル 化 ] を 


最終 目標 と する 単 一 論点 政党 だ が 、 
け 入 れ た 経緯 や 、2020 年 12 


し た 丸山 議員 を 受 


維新 を 離党 


月 に 党 名 を 「NHK か ら 自 国民 を 守る 党 ] に 変 


更 し た 点 な どか ら 、 維 新 よ りさ ら に 保守 的 な 考 


え を も つ 政 治 家 の 集まり と も 見 受け られ る 。 


いっ ぽう 同じ 参議 院 選挙 で 


「 れ いわ 新選 組 ] (2019 年 結党 ) 


国会 に 議席 を 得 た 
は 、 同 選挙 で 初 


め て 導入 され た 特定 比例 梓 で 、 重 度 身体 障害 者 


2 人 の 国会 議員 を 誕生 させ 、 
る な ど 、 


8. 右翼 と 


弱者 の 保護 を 訴え 


リベラ ル な 政策 を 実行 し て いる 。 


例年 、 政 治 学 の 講義 で 「 右 翼 」「 左 翼 ] に 関 


する 質問 が ある 。 こ の 


昌 に 立つ 勢力 ( 議 
(Right Wing) に 、 社 会 主 


] 語 は 、 
に 配列 され た 欧州 の 議会 で 
義員 ) が 、 議 長 席 か ら 見 て 右側 


鳥 が 翼 を 広げ た 
、 資 本 主義 的 立 


義 的 立場 に 立つ 勢 


力 が 左側 (Left Wing) に 


まとまっ て 座っ た の 


が 語源 だ ( 図 3 )。 そ の 由来 は フラ ンス 革命 時 
代 に 遡る 。 

1789 年 夏 、 フ ラン ス 革 命 期 の 憲法 制定 議会 
で 、 議 会 に 対す る 国王 の 拒否 権 の 認 否 を めぐ る 


区 票 が 行わ れ た 折 、 君 主 制 


( 旧 体 制 ) の 継続 に 


に 賛成 の 議員 が 議会 の 右側 に 、 フ ラン ス 草 命 
の 精神 で ある 民主 主義 の 拡大 や 共和 制 の 確立 を 
目指 す 市 民 (民主 ) 派 の 議員 が 左側 に 席 を と る 
よう に な っ た 。 こ の 間 フ ラン ス で は 君主 制 か 共 
和 制 か 、 旧 体制 か 近代 的 体制 か 、 王 政 復古 か 草 
命 か が 、 国 政 の 主 な 対立 還 だ っ た の で ある 。 
その 主 な 対立 軸 が 産業 資本 家 と 労働 者 階級 に 
変わ る 契機 と な っ た の が 、1848 年 の 二 月 革命 
だ 。 普 通 選挙 の 実現 な ど を 拒否 し た フラ ンス 王 
政 に 対し 、 市 民 が 蜂起 し 、 王 政 を 終わ ら せ た 草 
命 で ある 。 二 月 革命 で 第 二 共 和 政 の 臨時 政府 が 
樹立 され 、 労働 者 保護 政策 の 実現 を 目指 す 社 会 
主義 派 が 初め て 参加 し た 。 こ の 革命 は 欧州 全土 
に 波及 し て (欧州 を 革命 前 の 絶対 王政 に 戻し 
その 体制 を 維持 し よう と し た 、1815 年 に 
る ) ウィ ー ン 体制 の 崩壊 を 意 す 。 そ の 後 、 貴 族 
な ど 大 土地 所 有 者 や 富 農 、 大 工業 者 や 大 商人 ら 
豊か な 人 々 の 多く は 、 旧 体制 と 王政 復古 を 支持 
する 側 に 立ち 、 都 市 の 下層 民 や 職人 、 労 働 者 、 
弁護 士 や 多数 の 貧 農 の 多く は 共和 制 の 価値 ( 自 
由 ・ 平 等 ・ 連 帯 ・ 人 権 ・ 民 主 主 義 ) を 支持 し 、 
前 者 を 代弁 する 議員 が 議会 の 右側 に 、 後 者 が 左 
側 に 座っ た "。 
この よう に 右翼 と 左翼 は 、18 世 紀 の フ ラン 
ス 議 会 で 王 党派 が 右側 、 市 民 派 が 左側 に 座っ た 
と に 端 を 発し 、 そ れ が 19 世 紀 に な っ て 資本 家 
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(Right Wing) と 労働 者 (Left Wing) の 対立 
に 変わ りつ つ 、 了 欧州 全域 に 広がっ た 政治 の 対立 
軸 で ある 。 日 本 の 55 年 体制 期 の 保守 と 革新 は 、 
前 述 し た 米国 の 保守 ・ リ ベラ ル よ り 、 こ の 右 
翼 ・ 左 翼 の 原義 に 近い (対応 する ) 概念 だ っ た 
と いえ よう 。 

し か し 今 の 日 本 で 自民 党 を 「 右 翼 」 と 呼ん だ 

、 多 く の 人 は 違和感 を 覚え る に 違い な い 。 原 
義 に 従え ば 、 経 営 者 か ら な る 日 経 連 (日 本 経済 
団体 連合 会 ) な ど は Right Wing で 、 連 合 (日 
本 労働 者 組合 総連 合 会 ) な ど は Left Wing だ 
が 、 日経 連 を 右翼 団体 、 連 合 を 左翼 団体 と は 呼 
ば な い 。 日 本 語 の 右翼 は 前 述 し た 欧州 議会 の 
Right Wing の 、 左 翼 は Left Wing の 直訳 だ 。 
と ころ が 今 の 日 本 で | 右翼 」 と 言え ば 、 黒 塗り ・ 
日 の 丸 の 街 宜 車 に 乗り 、 戦 時 中 の 軍歌 を 鳴ら 
、 大 使 館 の 前 な ど で 怒 声 を あげ て いる 暴力 的 
な 国粋 主義 者 、[ 左 翼 ] と 言え を ば 、 ヘルメット 
や 鉄 パイ プ で 武装 し 、 地 下 に 潜伏 し て 火炎 瓶 を 
作っ た り し て 現 体制 を 攻撃 ・ 転 覆し よう と する 
急進 的 な 革命 主義 者 が 、 一 般 に は 想起 され る 。 
実際 、 雨 宮 処 凛 (1975 年 生ま れ ) は 、 右 翼 ・ 
左翼 と いう 言葉 を 知っ た 18 歳 の 頃 の イメ ー ジ 
を 、 右 翼 は 「 た ま に 見 か ける 黒い 車 に 乗っ て 叫 
ん で いる 怖い お 兄さん 、 お じ さ ん た ち 」、 左 翼 
は 「 私 が 生ま れる 前 に デモ と か を や っ て いて 、 
火 閣 瓶 投 げた り ヘ ル メ ッ ト を か ぶっ た り し て た 
人 た ち 、 今 は 消息 不明 ]」 と 記し て いる 。 鈴 木 
邦男 監修 『 右 翼 ] と 「 左 翼 ] の 謎 が よく わか 
る 本 』 も 巻頭 で 、 右 翼 を 「 保 守 的 ・ 国 粋 主義 的 
な 思想 傾向 、 ま た 、 そ の 立場 に 立つ 人 や 団体 ]、 
左翼 を | 急進 的 ・ 革 命 的 な 政治 勢力 や 人 物 、 こ 
と に 社会 主義 的 また は 共産 主義 的 傾向 の 人 や 団 
体 ] と 説明 し て いる "。 

別冊 宝島 編集 部 編 『「 右 翼 」 と | 左翼 ] が わ 
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か る 本 』 が 巻頭 で 挙げ る 右翼 と 左翼 の 戦後 事件 
史 に も 、 日 本 に お ける 右翼 ・ 左 翼 認 識 が 表れ て 
いる ""。 そ こ で は 右翼 の 事件 簿 と し て 、① 元 大 
日 本 愛国 党員 ・ 山 口 二 也 が 「 国 賊 、 浅 沼 、 天 謎 
を 下す ! 」 と 叫ん で 演説 中 の 社会 党委 員 長 を 刺 
殺し た 浅沼 稲 次 郎 殺 害 事 件 (1960 年 、 そ の 後山 
口 は 少年 鑑別 所 で 「 七 生 報国 、 天 皇 陸 下 万 歳 
と 書き 残し て 自殺 )、② 三 島 由 紀夫 が 憲法 改正 
と 国軍 創設 を 自衛 隊員 に 呼び か け 、 割 腹 自殺 し 
た 自衛 隊 ク ー デ ター 未遂 事件 (1970 年 )、③ 赤 
報 隊 を 名 乗る 犯人 が 「 朝 日 は 日 本 人 の 心から 大 
和 魂 を と っ て し まっ た 」 か ら | 反日 分 子 を 処罰 ] 
する と し て 、 朝 日 新聞 阪神 支局 に 乗り 込み 、 散 
弾 銃 で 記者 を 射殺 し た 朝日 新聞 阪神 支局 襲撃 事 
件 (1987 年 ) な ど を 挙げ て いる 。 い っ ぱ ぽう 左 糞 
の 事件 短 と し て 、① 全 共闘 (全学 共闘 会 議 ) の 
新 左翼 派 が 、 東 大 安田 講堂 を 占拠 し 、 ガ ス 銃 や 
放水 車 で 攻撃 する 8500 人 の 機動 隊 に 火炎 瓶 や 
投石 で 対抗 し た 事件 (1969 年 )、② 連 合 赤軍 に 
よる あさ ま 山 荘 事 件 (1972 年 、 武 力 に よる 共産 
主義 革命 を 目指 す 過 激 派 組織 ・ 連 合 赤軍 が 、 長 
野 県 の あさ ま 山 六 に 人 質 を と っ て 立て こも り 、 
死者 3 人 、 重 軽傷 者 27 人 を 出し た 事件 )、③ 東 
アジ ア 反 日 武装 戦線 が 日 系 企業 の アジ ア 進 出 を 
批判 し て 三菱 重工 な ど 11 企 業 を 爆破 し た 連続 
企業 爆破 テロ 事件 (1974 て 75 年 ) な ど を 挙げ て 
いる 。 

その た め 右 翼 ・ 左 翼 と いう 日 本 語 に は 、( 民 
意 を 無視 し た 実 カ 暴力 行使 を 志向 する ) 一 般 
社会 か ら か け 離 れ た 「 危 な い 人 た ち 」 と いう イ 
メー ジ が 定着 し て いる 。 実際 、 戦 後 の 日 本 で 右 
罠 団体 と いえ ば 、 暴 力 団 と の つなが り も 指摘 さ 
れる 大 日 本 愛国 党 や 国粋 会 な ど を 、 左 翼 団 体 と 
いえ ば 、 過 激 な 闘争 形態 を と る 中 核 派 や 武装 
(テロ ) 組織 の 日 本 赤軍 な ど を 指し て きた 。 い っ 


中 


2 


用 


福岡 県 立 大 学 人 間 社 会 


ぼう 、 議 会 に 議席 を も っ て 間接 民主 主義 制 の 代 
議 士 と し て 働く 政党 政治 家 (本 来 の 欧州 議会 で 
の Right Wing、Left Wing に 沿っ た 対象 者 ) 
な ど は 、 右 翼 や 左翼 と は 呼ば れ な い 。 戦後 日 本 
の 政治 状況 の 中 で 独自 の 意味 合い が 生じ て 定着 

、 原 義 と か け 離 れ て し まっ て いる 。 筆 者 が 本 
稿 の 後編 で 、 欧 州 の Right Wing、Left Wing 
に 対応 する 日 本 語 と し て 「 右 派 ] 「 左 派 ] を 使 
うべ きだ と 提案 する 所 以 で ある 。 今 の と ころ 、 
日 本 語 で いう 「 右 派 ] 「 左 派 ] に (過激 で 暴力 
的 な イメ ー ジ を 伴う ) 「 国 粋 主義 者 ] や | 急進 
革命 主義 者 |] と いう ニュ アン ス は な いか ら で あ 
る 。 

な お 、 日 本 で は イン ター ネッ ト 界 の 言論 で マ 
ジョ リティ を 占め る と され る 「 ネ ッ ト 右 翼 ] と 
呼ば れる 人 々 が 、 リ ベラ ル 派 を 「 サ ヨク | な ど 
と 称し て 「 あ ぶな い 人 た ち ] の イメ ー ジ と つ な 
げ る ネガ ティ ブ な 印象 操作 を し て いる 。 新聞 や 
大 学 図書 館 に 置い て ある よう な 雑誌 で は 見 られ 
な い が 、 そ うし た 論壇 か ら 離 れ が ちな 学生 に 
は 、 注 意 が 必要 だ 。 

で は 次 に 、 富 の 分 配 を めぐ る 政治 的 立ち 位置 
(方 針 の 違い ) と し て 、 右 派 (経済 か ら 社 会 に 
わた っ て 自由 な 競争 に よる 発展 を 重視 し 、 格 差 
に 育 定 的 で 、 小さ な 政府 を 志向 する ) と 左派 ( 富 
の 配分 か ら 社会 構造 に わた っ て 平等 を 重視 し 、 
格差 に 否定 的 で 、 大 き な 政 府 を 志向 する ) を 位 
置 付 け て みよ う 。 


(以下 「 後 編 | は 次 号 掲載 予定 ) 
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